
川崎商工会議所会頭賞最優秀賞

①今まで勉強してきた日本語を聞いてもらいたいと思って参加しました。
②最近イメチェンをして、周りの友達から「チャラい」と言われたので、「私
はチャラい人ではありません！」と伝えたくて、今回のテーマに選びま
した。
③最優秀賞をもらえるなんて思ってもいませんでした。うれしい気持ちで
す。日本語が上達したのは日本の方々のおかげで、感謝しています。ま
た、学校の先生方にも感謝です。（みなさん）忘れないでください、私が
チャラい人ではないことを！
④これからも日本に住みたい。日本語の勉強を続けますし、就活もやり
ます。目標は……、まだ見つかっていません。
Q怪我した後、内緒で始めたスケートボードのことをお母さんに打ち明
けたそうですが、最優秀賞を受賞した今は何を伝えたいですか？
　お母さん、これからも怪我をしないように気をつけてスケートボード
を続けます。見といてね！
Qスピーチ中に腕を組むといったジェスチャーも入れていましたね。
　たくさん練習をされたのでは？
　いえ、時間が足りなくて。だから一日で覚えて「あとは何とかなる！」と
自分を信じることにしました。
Q応援に来てくれた人々に一言
　力になりました。来てくれて「ありがとう！」しかない。期待に応えられる
よう、これからも友達で！よろしく！

外国人市民による日本語スピーチコンテスト第30回

　毎年開いている「外国人市民による日本語スピーチコンテスト」を２月８日（土）、川崎市国際交流センターのホールで催しました。
　「第30回」という節目の今回は、10ヵ国から16名の外国人の皆さんが出場。会社勤めやアルバイト、学生生活をする中で気づいた
ことや考えたことを日本語でスピーチしました。審査の結果、最優秀賞は金永彬さん（韓国）、川崎商工会議所会頭賞はクム・ソダリンさ
ん（カンボジア）と決まり、インタビューを受けました。
　宮下しのぶ審査委員長（（公社）国際日本語普及協会常務理事）は「（日本人の）私たちがあまり気づかない日本の文化や習慣に意
見を述べてくださる方もいました。最優秀賞を選ぶのはたいへんでした」と講評し、出場者の労をねぎらいました。

スピーチ概要

スピーチを聞いて、取材して一言

スケートボードは危ない、スケートボードが好きな人はチャラい
人、やることはないと思っていました。その私がnew jeansで変わり
ました。私は以前からこのK‐POPのグループが大好きで、日本に来
てからはメンバーが着たスケートボードのブランドの服を着て、ス
ケートボードにも興味がわき、練習が面白くなり、怪我もしましたが、
練習を再開しました。
スケートボードは、軽いイメージではなく、達成感を得るためのも
のだと考え、スケートボードが好きになりました。韓国でも日本でも
スケートボードはあまりよくないと思われていますが、私はマナーを
守って、みんなの意識を変えたいです。

　これからもスケートボードに、また他のことに「挑戦し、困難を克服し、そして
達成感をえるストーリー」を積み重ねられることで、きっと人生の目標が見つ
かることでしょう。なぜなら金さんは決して「チャラくないから！」。スピーチを
通して、「チャラい」といった先入観を持たないことが「人と人との交流の原点」
と教えていただきました。　　　　　  （取材・文：編集ボランティア　正一 努）

「私はチャラい人ではありません」

①人前で話すことが苦手でいつも緊張してしまう。そんな自分の弱点を
なくすためにもあえてコンテストに出てみようと思いました。
②勉強してきた日本語を使って、自分自身を自然に表現してみたかった
のでこのテーマにしました。
③今日も緊張してとても怖かったのですが、今は無事に終わってホッとし
ています。賞も頂けたのでとてもうれしい。先生、友達、家族にも感謝し
ています。
④日本語能力検定試験のN２に合格して大学を卒業すること。
　そして日本の大学院でもっともっと勉強してみたいです。
Q日本語の難しいところは？
　文法がとても難しいです。カンボジア語には助詞というものはありませ
ん。主語と述語と目的語を並べれば言いたいことは伝わります。助詞
の使い方は今も迷ってしまいます。漢字の読み書きも難しいけれど、一
所懸命勉強しています。
Q日本の生活はどうですか？　
　大学の寮に住んでいますが、いろいろな国の人たちと交流できて、毎
日がすごく楽しいです。
Q日本の良いところ、母国の良いところは？
　先日、旅行で京都に行きました。歴史を感じてすごくいいなあと思いま
した。一方、カンボジアは人がすごく親しみやすくて優しいです。それが
私の国のいいところです。

スピーチ概要

スピーチを聞いて、取材して一言

　「うわああ、緊張する、どうしよう？」 すみません、突然叫んでしま
いました。でも、緊張したときには、我慢するより口に出したほうが楽
になると言われています。……やってみても、やっぱり、まだ緊張して
います。私が一番怖いのは、多くの人の前で話すことです。 中学校の
とき、英語の授業でスピーチがありました。スピーチの前、心臓が飛
び出しそうなほどドキドキしていました。では、大人になった今の私
はどうでしょうか？　実は、まだ怖いです。ほかにも怖いことがたくさ
んあります。もし皆さんが「怖い」と感じていることがあるなら、その
気持ちを大切にしてください。それは、次の挑戦に進むためのサイン
だからです。

　開口一番、「うわああ緊張する、どうしよう？」の叫びとともに始まったクムさ
んのスピーチ。生き生きと表情豊かに話してくれたので、あっという間の５分間
でした。外国での生活や新しい環境への適応なども「怖い」と感じながらも
チャレンジしていく姿を見て、エールを送りたくなりました。

 (取材・文：編集ボランティア 岡崎 章)

「私の一番怖いこと」

　　いま　　　  べんきょう　　　　　　　に ほん  ご　　　き　　　　　　　　　　　　　　　 おも　　　　さん か

　　さい きん  い　め　ち　ぇ　ん　　　　　　 まわ　　　  とも だち　　　　　ち　ゃ　ら　　　　　  い　　　　　　  　　　　　わたし

　　 　　ち　ゃ　ら　　   ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　つた　　　　　　　　  こん かい　　 て　ー　ま　　 えら

    さいゆうしゅうしょう　　　　　　　　　　　　　　 おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　も

　　　　　に  ほん  ご　　 じょうたつ　　　　　　　  に ほん　　かたがた　　　　　　　　　　  かん しゃ

　　　　　がっ こう　　せん せいがた　　　　かん しゃ　　　　　　　　　　　　　　 わす　　　　　　　　　　　　　　　 わたし

　　 ち　ゃ　ら　　 ひと

　　　　　　　　　　　　に  ほん　　 す　　　　　　　　に ほん  ご　　 べんきょう　  つづ　　　　　　　　しゅうかつ

　　　　　　 もくひょう　　　　　　　　　　 み

　　　け　が　　　　あと　ない しょ　　 はじ　　　　 す　け　ー　と　ぼ　ー　ど　　　　　　　　　　かあ　　　　　　 う　　　あ

　　　　　　　　　　　　　　　  さいゆうしゅうしょう　じゅしょう　　　  いま　　なに　　つた

　　　　かあ　　　　　　　　　　　　　　　け　が　　　　　　　　　　　　　　  き　　　　　　　　　す　け　ー　と　ぼ　ー　ど

　　　　つづ　　　　　　  み

　　 す　ぴ　ー　ち ちゅう　　うで　　 く　　　　　　　　　　 じ　ぇ　す　ち　ゃ　ー　　  い

　　　　　 　　　 れんしゅう

　　　　　　　 じ  かん　　 た　　　　　　　　　　　　　　いち にち　　おぼ　　　　　　　　　　 なん　　　　　　　　　　　 

　　 じ　ぶん　　しん

　　おう えん　　 き　　　　　　　　ひと びと　　ひと こと

　  ちから　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  き  たい　　こた

　　　　　　　　　　　　　　　　とも だち

　　 す　け　ー　と　ぼ　ー　ど　　  あぶ　　　　　  す　け　ー　と　ぼ　ー　ど　　　す　　　 　ひと　　  ち　ゃ　ら　　  

ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　　　　　　　　　　　　　  か

　　　　　　わたし　　 い  ぜん　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぐ　る　ー　ぷ　　　だい  す　　　　　   に  ほん　　  き

　　　　　　　　  め　ん　ば　ー　　　き　　　す　け　ー　と　ぼ　ー　ど　　　ぶ　ら　ん　ど　　 ふく　　　き　　　　す

  け　ー　と　ぼ　ー　ど　　　　きょう み　　　　　　　 れんしゅう　　おも しろ　　　　　　　け  が

れんしゅう　 さい かい

　　　す　け　ー　と　ぼ　ー　ど　　　 かる　　 い　め　ー　じ　　　　　　　　　 たっ せい かん　　　え

　　　　　 かんが　　　す　け　ー　と　ぼ　ー　ど　　　す　　　　　　　　　　　　　　  かん こく　　　　  に  ほん

 す　け　ー　と　ぼ　ー　ど　　　　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　わたし　　ま　な　ー

まも　　　　　　　　　　　　  い  しき　　 か

　　わたし　　　　ち　ゃ　ら　　　　 ひと

　　　　　　　　　　　　きんちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  とつ ぜん さけ

　　　　　　　　　　　　　きんちょう　 　　　　　　　　　　　   が  まん　　　　　　　 くち　　  だ　　　　　　　　　　らく

　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　  きんちょう

　　　　　   わたし　　いち ばん こわ　　　　　　  おお　　　  ひと　　まえ　　はな　　　　　　　　　　ちゅうがっこう

　　　　  えい  ご　　 じゅぎょう　　 す　ぴ　ー　ち　　　　　　　　　　　　　 す　ぴ　ー  ち　　   まえ　しん ぞう　　　と

　　 だ　　　　　　　　　　　　 ど　き　ど　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おと な　　　　　　　　いま　　わたし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じつ　　　　　　　こわ　   　　　　　　　　　　　　　こわ

　　　　　　　　　　　　　　みな　　　　　　　こわ　　　　　かん　

  き　も　　　　 たい せつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  つぎ　　ちょうせん　  すす　　　　　　　　 さ　い　ん

　　わたし　　　 いち　ばん　こわ

　　ひと まえ　　はな　　　　　　　  にが て　　　　　　　　きんちょう　　　　　　　　　　　　　　　  じ ぶん　  じゃくてん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　ん　て　す　と　　　で　　　　　　　　　 おも

　  べんきょう　　　　　　　 に  ほん  ご　　  つか　　　　　じ  ぶん  じ  しん　　 し ぜん　  ひょうげん

　　　　　　　　　　て　ー　ま

　　  きょう　　 きんちょう　　　　　　　　  こわ　　　　　　　　　　　　　　 いま　　 ぶ　じ　　　お　　　　　　  ほ　っ

　　　　　　　　　　しょう　いただ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せん せい　とも だち　 か ぞく　      　かん しゃ

　　 に ほん  ご のうりょくけんてい し  けん　　　　　　　ごう かく　　　 だい がく　　そつぎょう

　　　　　　　　に ほん　　だい がく いん　　　　　　　　　　　　べんきょう

　　 に ほん  ご　　むずか

　　ぶん ぽう　　　　　　　むずか　　　　　　　　か　ん　ぼ　じ　あ　ご　　　　 じょ  し

　　　　　しゅ  ご　　じゅつご　　  もく てき  ご　　 なら　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　つた　　　　　　　　 じょ  し

　　　　つか　　かた　　いま　　まよ　　　　　　　　　　　　　 かん  じ　　　よ　　　か　　　  むずか　　　　　　　　　　いっ

　　 しょ けん めいべんきょう

　　 に ほん　　せいかつ

　　だい がく　   りょう　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くに　　 ひと　　　　　 こうりゅう　　　　　　  まい

　　にち　　　　　　　たの

　　 に ほん　　 よ　　　　　　　　　 ぼ  こく　　  よ

　　せん じつ　 りょ こう　　きょう と　　　い　　　　　　　　  れき  し　　  かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おも

　　　　　　 いっ ぽう　  か　ん　ぼ　じ　あ　　 ひと　　　　　　　した　　　　　　　　　　　やさ

　  わたし　 くに

きむ　　　　　よん　　びん

　　 まい とし ひら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がつ  ようか　　 ど　　　 かわ さき   し   こく さい こうりゅう  せ  ん  た   ー　　　 ほ　ー　る　　  もよお

　　　  だい　　　 かい　　　　　　　  ふし  め　　　こん かい　　　　　　　か  こく　　　　　　　　めい　　 がい こく  じん　　  みな　　　　　　しゅつじょう  かい しゃづとめ　　　　　あ　る　ば　い　と　  がく せい せい かつ　　　　　　  なか　　　き

　　　　　　かんが　　　　　　　　　　  に  ほん  ご　　　 す　ぴ　ー　ち　　　　　　　　　　しん   さ　　　 けっ  か　　さいゆうしゅうしょう　　 きむ よん びん　　　　　  かん こく　　　かわ さきしょうこう かい  ぎ  しょ かい とうしょう　　　く　む　  そ　だ　り　ん

　　　　か　ん　ぼ　じ　あ　　　　 き　　　　　　い　ん　た　び　ゅ　ー　　　 う

　　 みや した　　　　　　　しん  さ    い  いんちょう  こうえきしゃだんほうじんこくさいにほんごふきゅうきょうかいじょう む　 り　 じ　　　　　　   に  ほん じん　　　 わたし　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　 に   ほん　　 ぶん  か　　　しゅうかん　　　い

 けん　　　の　　　　　　　　　　　　　 かた　　　　　　　　　　　  さいゆうしゅうしょう　　 えら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうひょう　　　しゅつじょうしゃ　　 ろう

①日本語スピーチコンテストに参加した理由
②テーマを選んだ理由と伝えたかったこと
③スピーチをした感想
④将来の夢や今後の目標について

質  問

　　   に　ほん　ご　 す　ぴ　ー　ち　こ　ん　て　す　と　　　 さん  か　　　　　  り  ゆう

　　　て　ー　ま　　　 えら　　　　　 り　ゆう　　 つた

　　　す　ぴ　ー　ち　　　　　　　  かん そう

　　 しょうらい　　 ゆめ　　  こん　ご　　　もくひょう

上位２名の受賞者へ、インタビュー

金　永彬 さん
【大韓民国出身】

（写真撮影：編集ボランティア 松波陽介、リード文：編集ボランティア 川口俊樹）

クム ソダリン さん 
【カンボジア王国出身】 

く　  む　　　  そ　　だ　　り　　ん

がい 　　　 こく  　　　じん　　　　し　　　　みん　　　　　　   　　　　　　　　　　　　に  　　　ほん 　　　　ご　 　　　す　　　　ぴ　　　　ー　　　　　ち　　　　こ　　　　ん　　　　て　　　　す　　　 と

3



出場者全員のスピーチの概要をご紹介
しゅつ  　  じょう   　　 しゃ　 　  ぜん　 　　いん　                                               　　　　　　　　　　　　　　　がい    　　よう　　　　　　　 　　　　　　 しょう　　  かい

第30回外国人市民による
日本語スピーチコンテスト

司会の池 垠伊さん
（韓国出身）。
川崎市国際交流協会の
登録ボランティアです。

  し  かい　　 ち　　う　に

「縁」

ライ ティ ジュエンさん
【ベトナム社会主義共和国】

川崎ライオンズクラブ優秀賞

日本人はよく「ご縁があったらまた会いましょう」と言いますね。私の名
前にはその「縁」という意味があります。当時、小さかった私は、父が教えて
くれた名前の意味がわかりませんでしたが、20年後、その日の父の言葉が
わかってきました。金子みすゞさんの詩を初めて読み「みんな違ってみんな
いい」、この言葉が元気をくれ、自分の価値観がいい方向に変わりました。
しかし、悪い人や嬉しくないことに出逢う時は「ご縁がなかった」と気持ち
を切り替えます。縁は異なもの味なもの。それらの経験から何かを学び、思
い出ができ、成長することができます。これからも自分の名前、ご縁を大事
にしたいと思います。 

コンテストは、日本語が上手かどうかということだけでなく、内容が大事です。日本に来る前に
抱いていた不安や、日本に来たことを後悔して帰国まで考えたこと、辛くても頑張っている話、
日本人に助けられた話など、聞く人の心に響くエピソードがたくさんありました。

  こ　ん　て　す　と　　　　  に  ほん  ご　　　じょう ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ない よう　　  だい   じ　　　　　　 に　ほん　　　く　　　まえ

  いだ　　　　　　　　　ふ　あん　　　　に　ほん　　　き　　　　　　　　　 こう かい　　　　  き  こく　　　　 かんが　　　　　　　　　つら　　　　　　  がん  ば　　　　　　　　  はなし

  に  ほん  じん　　 たす　　　　　　　　 はなし　　　　　  き　　　ひと　　こころ　　ひび　　　え　ぴ　そ　ー　ど　

えん

　　 に ほん じん　　　　　　　　  えん　　　　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　わたし　　な

まえ　　　　　　　　　えん　　　　　　　い　み　　　　　　　　　　　とう  じ　　ちい　　　　　　　 わたし　　  ちち　　 おし

　　　　　　な  まえ　　  い　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねん  ご　　　　　　ひ　　  ちち　　 こと  ば

　　　　　　　　　　　　　　　　かね  こ　　　　　　　　　　　　  し　　  はじ　　　　 よ　　　　　　　　　 ちが

　　　　　　　　　　こと  ば　　  げん  き　　　　　　　　じ  ぶん　　　か　ち  かん　　　　　　 ほう こう　　  か

　　　　　　  わる　　ひと　　 うれ　　　　　　　　　　　　　　で   あ　　  とき　　　　　えん　　　　　　　　　　　　　き　も

　　　き　　  か　　　　　　　えん　　 い　　　　　　 あじ　　　　　　　　　　　　　　　けい けん　　　　なに　　　　 まな　　　おも

　　  で　　　　　　　せいちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じ ぶん　　 な  まえ　　　えん　  だい  じ

　　　　　　　　　 おも

   ら　い 　　て　ぃ　　じ　ゅ　え　ん

「私の人生の生き方」

丁 国棟さん
【中華人民共和国】

努力賞

自暴自棄になっていた私を替えたのは、突然人生を奪われた人々の存
在と友人たちの支えでした。ニュースで、多くの人々が天災や人災によって
命を失う姿を見て、私は人生を無駄にしていることに気付きました。私の
夢はコンピュータミュージックの研究で、夢を実現するためにさまざまな準
備を行い、洗足学園音楽大学大学院に入学することができました。川崎市
国際交流協会より「川崎市親善留学生」の称号をいただき、学内の外国人
留学生奨学金に採用され、中国の動画サービスで音楽作品を配信、国際大
会では作品が入選しました。充実した音楽の専門研究と日本語の習得に取
り組んでいます。

　 わたし　　　じん　せい　　　　い　　　　かた

　　じ　ぼう　じ　き　　　　　　　　　　　　わたし　　か　　　　　　　　　　とつ　ぜん じん せい　  うば　　　　　　ひと　びと　　そん

ざい　　ゆう　じん　　　　　　ささ　　　　　　　　　に　ゅ　ー　す　　　おお　　　　ひと　びと　　てん　さい　　じんさい

いのち　うしな　すがた　　み　　　わたし　　じん　せい　　　む　だ　　　　　　　　　　　　　　　　き　づ　　　　　　　　　わたし

ゆめ　　こ　ん　ぴ　ゅ　ー　た　み　ゅ　ー　じ　っ　く　　けんきゅう　　　ゆめ　　じつ　げん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅん

  び　　おこな　　せんぞくがくえんおんがくだいがくだいがくいん　にゅうがく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわさき　し

こくさいこうりゅうきょうかい　　　　　かわ さき し しんぜんりゅうがくせい　　　しょうごう　　　　　　　　　　　がく　ない　　がいこくじん

りゅうがくせいしょうがくきん　　さいよう　　　　　ちゅうごく　　どう　が　さ　ー　び　す　　おんがくさくひん　　はいしん　こくさいたい

かい　　　　さくひん　　にゅうせん　　　　　　　　じゅうじつ　　　　おんがく　　せんもんけんきゅう　　に　ほん　ご　　しゅうとく　　と

　　く

 てい　こく　とう

「心から願った夢はかないますよ」

アブドゥラエワ ナウル ザホンさん
【ウズベキスタン共和国】

川崎市国際交流協会優秀賞

子どもの時、テレビで「アンパンマン」というアニメや日本のドラマをみ
ていました。きれいな日本の文化に興味を持ち、日本に行くという夢が生
まれました。しかし、私の国では女性は早く結婚し、子どもを産む必要があ
るとされています。私は17歳で結婚し、２人の子を産みました。ある日、イ
ンターネットで「日本で働く」という情報を見つけ、眠っていた夢が目を覚
ましました。夫から日本に行くことの許可を得て、秋に日本に来ました。で
も、子どもと離れているのは寂しい。今の私は新しい夢を持っています。そ
れは自分の国で日本語の先生になることです。

　 こころ　　　　　  ねが　　　　　  ゆめ

　　  こ　　　　　　  とき　て　れ　び　　　　あ　ん　ぱ　ん　ま　ん　　　　　　　　あ　に　め　　　に  ほん　　ど　ら　ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　ほん　　ぶん　か　　　きょうみ　　　も　　　　に　ほん　　　い　　　　　　　　ゆめ　　　う

　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　　くに　　　　じょせい　　はや　　けっ　こん　　　　こ　　　　　　　う　　　ひつ　よう

　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　　　　さい　　けっ　こん　　　ふたり　　　こ　　　う　　　　　　　　　　　　　　ひ 　 い

  ん　た　ー　ね　っ　と　　　　に　ほん　　はたら　　　　　　　　じょうほう　　み　　　　　ねむ　　　　　　　　ゆめ　　　め　　　さ

　　　　　　　　　　おっと　　　　に　ほん　　　い　　　　　　　　きょ　か　　　え　　　あき　　　に　ほん　　　き

　　　こ　　　　　　はな　　　　　　　　　　　　さび　　　　　いま　　わたし　あたら　　　ゆめ　　も

　　　　じ　ぶん　　くに　　　に　ほん　ご　　せん　せい

  あ　ぶ　ど　ぅ　ら　え　わ　　な　う　る　　 ざ 　ほ　ん

「日本で民族文化に基づく多様性について」

アムルフさん
【中華人民共和国】

川崎ライオンズクラブ特別賞

　私は中国・内モンゴル自治区出身のモンゴル族です。中国では私たちは
「少数民族」と呼ばれますが、内モンゴル自治区ではいろんな民族がともに
暮らすのが当たり前で、お互いの伝統を尊重しあっています。私のフルネー
ムには姓と名の区別がなく、「姓」がないため日本に来て困難に直面しまし
た。銀行口座を開設する際、姓と名を分けて記入することを求められ、３時
間も待たされてようやく口座を取得できました。自分と異なる文化とか
「姓」を持たない名前は、かつては理解されませんでしたが、今では尊重さ
れるようになりつつあります。多民族が共に文化を育んでいくことが社会
の豊かさにつながると感じています。

　　に　 ほん　 　　みん　ぞく　ぶん　か　　　　もと　　　　　　た　よう　せい

　　わたし　ちゅうごく　うち　も　ん　ご　る　じ　ち　く　しゅっしん　　も　ん　ご　る　ぞく　　　　ちゅうごく　　　わたし　

　しょうすうみんぞく　　　よ　　　　　　　　　　　うち　も　ん　ご　る　じ　ち　く　　　　　　　　　　　　　みんぞく

  く　　　　　　　　　あ　　　　まえ　　　　　たが　　　　でん　とう　　そんちょう　　　　　　　　　　　　　わたし　　ふ　る　ね　ー

  む　　　　　せい　　　な　　　く　べつ　　　　　　　　せい　　　　　　　　　　　　に　ほん　　　き　　こん　なん　　ちょくめん

　　　ぎん　こう　こう　ざ　　　かいせつ　　　　さい　せい　　な　　　わ　　　　　き　にゅう　　　　　　　　　もと　　　　　　　　　じ

かん　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　こう　ざ　　　しゅ　とく　　　　　　　　　　　　じ　ぶん　　こと　　　　ぶん　か

　せい　　　　も　　　　　　　な　まえ　　　　　　　　　　　　り　かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　いま　　　　そんちょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　みん　ぞく　　とも　　ぶん　か　　はぐく　　　　　　　　　　　　　しゃかい

　　ゆた　　　　　　　　　　　　　　　　かん

   あ　む　る　ふ

「私の高校生活」

サプコタ ディバスさん
【ネパール王国】

努力賞

中学２年の10月に日本に来ました。日本で働きたいと思いましたが、ど
うしていいかわからないときに参加した高校進学ガイダンスで、横浜翠嵐
高校定時制のことを知りました。入学後に入ったバレーボール部では、たく
さんの国の人がいました。勉強してきた日本語を使って、楽しくプレーしま
した。遠足などの学校行事も、生きた日本語を学べるいい機会でした。日本
語を話すことは、まだまだ難しいです。でも、勇気を出して日本語を話すと、
多くの人は真剣に聞いてメッセージを返してくれます。４月から船を造る会
社で働くことが決まりました。みんなのおかげで、私は生きるための大事な
知識とたくさんの思い出を手に入れることができました。

　　わたし　　　こう　こう　せい　かつ

　　ちゅうがく　　ねん　　　　　がつ　　　に　ほん　　　き　　　　　　　　に　ほん　　はたら　　　　　　　おも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん　か　　　　こうこうしんがく　が　い　だ　ん　す　　　よこはますいらん

こうこうてい　じ　せい　　　　　　　　し　　　　　　　　にゅうがく ご　　　　　　　　　ば　れ　ー　ぼ　ー　る　ぶ

　　　　　　くに　　ひと　　　　　　　　　　　べんきょう　　　　　　　　に　ほん　ご　　　つか　　　　たの　　　　ぷ　れ　ー

　　　　　えんそく　　　　　　がっこうぎょうじ　　　　い　　　　　に　ほん　ご　　まな　　　　　　　　き　かい　　　　　　　に　ほん

  ご　　　はな　　　　　　　　　　　　　　　　むずか　　　　　　　　　　　　　ゆう　き　　　だ　　　　　に　ほん　ご　　　はな

おお　　　　ひと　　しんけん　　　き　　　　　め　っ　せ　ー　じ　　　かえ　　　　　　　　　　　　　がつ　　　　ふね　　つく　　かい

 しゃ　　はたら　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　　い　　　　　　　　　　だい　じ

  ち　しき　　　　　　　　　　　おも　　　で　　　て　　　い

  さ　ぷ　こ　た　　で　ぃ　ば　す

「働くおじいちゃん、おばあちゃんが教えてくれたこと」

俸 佳さん
【中華人民共和国】

努力賞

日本に来て１年半。私にとって新鮮だったのは、働くおじいちゃん、おばあ
ちゃんが多いことです。スーパーでレジをしているのはおばあちゃん、駅から
家までタクシーに乗った時の運転手さんもおじいちゃんでした。中国の都市
に住むお年寄りの多くは、退職後も十分な年金をもらえるため働く必要が
なく、私の母は朝、広場でダンス、午後はカラオケです。私のアルバイト先の
おじいさんに「うらやましくないですか」と聞くと、答えは「私は働くほうが
いい」でした。日本の高齢者は社会とのつながりを楽しんでいるように見
えます。すばらしいと思います。私は将来、日本のおじいちゃんおばあちゃん
のように健康でいきいきと働き、楽しく生きたいと思います。

　はたら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おし

       に  ほん  　　き　　　　ねんはん　わたし　　　　　　　しんせん　　　　　　　　　　はたら

　　　　　　　おお　　　　　　　　　　　す　ー　ぱ　ー　　　れ　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えき

いえ　　　　　た　く　し　ー　　　の　　　　とき　　うんてんしゅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちゅうごく　　と　し

　　　す　　　　　とし　よ　　　　おお　　　　　たいしょくご　　じゅうぶん　　ねんきん　　　　　　　　　　　　　はたら　　ひつよう

　　　　わたし　はは　　あさ　ひろ　ば　　　だ　ん　す　　ご　ご　　　か　ら　お　け　　　　　わたし　　あ　る　ば　い　と　さき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　こた　　　　わたし　はたら

　　　　　　　　　　　　に　ほん　　こうれいしゃ　　しゃかい　　　　　　　　　　　　　　たの　　　　　　　　　　　　　　　　み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　　　わたし　しょうらい　に　ほん

　　　　　　　　けんこう　　　　　　　　　　　はたら　　　たの　　　　い　　　　　　　　おも

 ほう　　か

「褒める文化」

ブヤンヒシグ エングジンさん
【モンゴル国】

努力賞

皆さんは、誰かに褒められた時、普段よりテンションが上がって、温かい
気持ちになりませんか。日本での最初のアルバイト先で、日本語が良く理
解できなかった時に、アルバイト先の先輩が「良く頑張っているね」と言っ
てくれました。それと、デパートの店員さんがお客様に対して、「この色はよ
くお似合いですね、とてもセンスがよろしいですね」と褒めていました。そ
れが、日本の日常の褒める文化です。祖国のモンゴルでは見かけませんで
した。褒める文化は相手の信頼を高め、良好な関係を作ることができると
思います。また、日本では年齢や性別を問わず、会話をする時、敬語を使う
ことが多いです。

　　ほ　　　　　　ぶん　か

　　みな　　　　　　　だれ　　　　  ほ　　　　　　　　　とき　　ふ　だん　　　　て　ん　し　ょ　ん　　　あ　　　　　　　あたた

  き　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　ほん　　　　さいしょ　　　あ　る　ば　い　と　さき　　　　に　ほん　ご　　　よ　　　り

かい　　　　　　　　　　　　とき　　　　あ　る　ば　い　と　さき　　せんぱい　　　　よ　　がん　ば　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　ぱ　ー　と　　　てんいん　　　　　　　きゃくさま　　たい　　　　　　　　　いろ

　　　　に　あ　　　　　　　　　　　　　　　　せ　ん　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

　　　　　に　ほん　　にちじょう　　ほ　　　　　ぶん　か　　　　　　そ　こく　　　も　ん　ご　る　　　　　み

　　　　　ほ　　　　　ぶん　か　　　あい　て　　　しんらい　　たか　　　りょうこう　　かんけい　　つく

おも　　　　　　　　　　　　に　ほん　　　　ねんれい　　せいべつ　　　と　　　　　かい　わ　　　　　　とき　けい　ご　　　つか

　　　　　　おお

  ぶ　や　ん　ひ　し　ぐ　　　え　ん　ぐ　じ　ん

「まあ、いいか!」

ホルガド ジョナサン レイさん
【フィリピン共和国】

努力賞

私は、日本のIT会社で忙しく働いています。ある日、仕事の締切に間に合
わないことに気づいて、すぐ上司に相談したら、彼は「まあ、いいか」と言
い、お客様に状況を説明し、対応策を提案しました。幸い、お客様は冷静に
受け入れてくださって、私は本当に驚き、ほっとしました。上司は言いまし
た。「物事が計画通りに進まない時、自分を責めるのではなく『まあ、いい
か』と心を軽くすることが大切なんだよ」と。  その時、私は「まあいいか」は
無関心や諦めではなく、むしろ状況に向き合うための余裕を与えてくれる
言葉だと気づいたのです。その後も私は、このシンプルな言葉に何度も助
けられてきました。

　　わたし　　　に　ほん　　　　がいしゃ　　いそが　　はたら　　　　　　　　　　　　　　ひ　　し　ごと　　しめきり　　　ま　　　あ

　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　じょう　し　　　そうだん　　　　　　　かれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　　きゃくさま　　じょうきょう　せつめい　　　たいおうさく　　ていあん　　　　　　　　さいわ　　　　きゃくさま　　れいせい

  う　　　い　　　　　　　　　　　　　　わたし　　ほんとう　　おどろ　　　　　　　　　　　　　　　　じょう　し　　　い

　　　　ものごと　　けいかくどお　　　　すす　　　　　　とき　　じ　ぶん　　　せ　

　　　　　こころ　　かる　　　　　　　　　　　たいせつ　　　　　　　　　　　　　　　　　とき　わたし

  む  かんしん　　あきら　　　　　　　　　　　　　　　　じょうきょう　　む　　　あ　　　　　　　　　よ　ゆう　　あたえ

 こと  ば　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　わたし　　　　　　　し　ん　ぷ　る　　　こと  ば　　 なん  ど　　 たす

  ほ　る　が　ど　　じ　ょ　な　 さ　ん　　れ　い

「日本の山に魅せられて」

栗 聰さん
【中華人民共和国】

川崎市国際交流協会特別賞

日本に来てから好きになったことの１つが登山です。中国でも登山は人
気がありますが、登山道が石段になっていて、日本のように自然を楽しみ
ながら歩くことはあまりありません。秋に長野県の山に行った時、林道を４
時間登ると富士山と青空が一体となったような絶景が広がり、紅葉も鮮や
かで感動しました。山岳信仰も日本の山の魅力の１つ。登山道には石仏や
祠、鳥居などがあって、山に神がいることを実感できます。富士山には
2021年からこれまでに５回登りました。これからも登山を続け、いつかエ
ベレストにも挑戦してみたいです。

　　に　 ほん　 　　やま　　　　み

       に  ほん  　　き　　　　　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　ざん　　　　　ちゅうごく　　　　と　ざん　　にん

  き　　　　　　　　　　　　　　と　ざん　どう　　いし　だん　　　　　　　　　　　　　に　ほん　　　　　　　　　し　ぜん　　たの

　　　　　　ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あき　　なが　の　けん　　やま　　 い　　　　とき　りん　どう

  じ  かんのぼ　　　　ふ　じ　さん　　あおぞら　　いっ　たい　　　　　　　　　　　　　ぜっ　けい　　ひろ　　　　　こう　よう　　あざ

　　　　かん　どう　　　　　　　　　さん　がく　しん　こう　　　に　ほん　　やま　　　みりょく　　　　　　　と　ざんどう　　　　せきぶつ

ほこら　とり　い　　　　　　　　　　　　　　やま　　　かみ　　　　　　　　　　　　　じっ　かん　　　　　　　　　　ふ　じ　さん　

　　　　　ねん　　　　　　　　　　　　　　　かい　のぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　ざん　　つづ　　　　　　　　　え

 べ　れ　す　と　　　　ちょうせん

  り　　そう

「瞬間」

グエン コン キエンさん
【ベトナム社会主義共和国】

努力賞

　忘れられない「瞬間」がいくつかあります。まず困った「瞬間」。来日して間
もないころ、電車に乗って網棚にバッグを置きました。すると中のコーヒー
がポタリ、ポタリと落ちてきたのです。４人の服を汚してしまいました。次は
恥ずかしい「瞬間」。お店でお金を払う時に「現金ですか」と聞かれたので、
「はい、元気です」とこたえました。幸せを感じた「瞬間」は、日本語の試験に
再挑戦して合格した時。試験会場に向かう途中で電車を乗り間違えました
が、私を助けてくれた人のおかげで時間に間に合いました。一期一会。そん
な「瞬間」は忘れられません。

　 しゅん　かん

　　わす　　　　　　　　　　しゅんかん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こま　　　　しゅんかん　　らいにち　　　　ま

　　　　　　　　　　　でんしゃ　　　の　　　　あみだな　　ば　っ　ぐ　　　お　　　　　　　　　　　　　　なか　　　こ　ー　ひ　ー

　　　ぽ　た　り　　ぽ　た　り　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　にん　　ふく　　よご　　　　　　　　　　　　　　　　つぎ

  は　　　　　　　　　しゅんかん　　　　みせ　　　　かね　　はら　　とき　　　げんきん　　　　　　　　　 き

　　　　　　げん　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しあわ　　　　かん　　　　しゅんかん　　　　に　ほん　ご　　　し　けん

さいちょうせん　　　ごうかく　　　　とき　　し　けんかいじょう　　む　　　　　とちゅう　　でんしゃ　　　の　　　ま　ちが

　　わたし　　たす　　　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　　じ　かん　　　ま　　　あ　　　　　　　　　いち ご いち え

　　　しゅんかん　　　わす

  ぐ　え　ん　　こ　ん　　き　え　ん

「後悔しない私の日本の生活」

カナル スリジャナさん
【ネパール王国】

努力賞

　日本語の勉強は難しいですね。アルバイトしないと生活できませんね。
離れている父母に会えなくて、来日を後悔している人もいるかもしれませ
ん。私もそんな気持ちになったことがあり、来日前に日本語をしっかり勉
強しなかった自分にも後悔しました。それで頑張っていることが二つあり
ます。1、漢字の勉強でノートに何回も何回も書いています。2、話す練習、
シャドーイングです。ネパールで何もできなかった私が今、日本でお金を
稼ぎながら勉強して生活しています。留学は自分を成長させる大きな機会
だと思います。私は、日本で成功するために後悔しないよう、頑張りたい
と思います。

　　こう　かい　　　　　　　　わたし　　　に　ほん　　　せい　かつ

       に  ほん  ご　    べんきょう　むずか　　　　　　　　　　　あ　る　ば　い　と　　　　　　　　せいかつ

はな　　　　　　　　ふ　ぼ　　　あ　　　　　　　　　らいにち　　こうかい　　　　　　　　ひと

　　　わたし　　　　　　　　き　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らいにちまえ　　　に　ほん　ご　　　　　　　　　　べん

きょう　　　　　　　　　　じ　ぶん　　　　こうかい　　　　　　　　　　　　　　　がん　ば　　　　　　　　　　　　　　ふた

　　　　　　　かん　じ　　べんきょう　　の　ー　と　　　なんかい　　　なんかい　　　か　　　　　　　　　　　　　はな　　れんしゅう

  し　ゃ　ど　ー　い　ん　ぐ　　　　　　ね　ぱ　ー　る　　　なに　　　　　　　　　　　　　わたし　　いま　　に　ほん　　　　かね

かせ　　　　　　　　べんきょう　　　せいかつ　　　　　　　　　　りゅうがく　　じ　ぶん　　せいちょう　　　　　おお　　　　き　かい

　　　　おも　　　　　　わたし　　　に　ほん　　せいこう　　　　　　　　　　こうかい　　　　　　　　　　　がん　ば

　　おも

  か　な　る　　 す　り　じ　ゃ　な

「コンフォートゾーンを抜け出す」

林 祐韓さん
【台湾】

努力賞

コンフォートゾーンを抜け出すとはどういう意味か、わかりますか？居心
地の良い場所から一歩踏み出すことです。苦手なことに挑戦したり、新しい
環境を克服したり、成長を求めて行動することです。私もいろいろなことに
チャレンジします。台湾で「日本」といえば、みんな富士山を思い浮かべま
す。私も友達を誘って富士山を見に行きました。帰りがけに友達が「富士山
に登ることができるそうだ」と言いました。もし富士山の山頂まで登れたな
ら一番の思い出になります。日本にいるうちに必ずこの目標を達成します。
いろんなことに挑戦したいです。このコンテスト出場こそ新しいことに挑戦
することであり、コンフォートゾーンを抜け出す第一歩だと思っています。

　　こ　ん　ふ　ぉ　ー　と　ぞ　ー　ん　　　　ぬ　　　　だ

　　　こ　ん　ふ　ぉ　ー　と　ぞ　ー　ん　　　ぬ　　　だ　　　　　　　　　　　　　　い　み　　　　　　　　　　　　　　　　　い　ごこ

  ち　　　よ　　　ば　しょ　　　　いっ　ぽ　ふ　　　だ　　　　　　　　　　　にが　て　　　　　　　　ちょうせん　　　　　　あたら

かんきょう　　こくふく　　　　　　せいちょう　　もと　　　　こうどう　　　　　　　　　　　　わたし

  ち　ゃ　れ　ん　じ　　　　　　　たいわん　　　　に　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　じ　さん　　おも　　　う

　　わたし　　ともだち　　さそ　　　　ふ　じ　さん　　　み　　　い　　　　　　　　　かえ　　　　　　　　ともだち　　　ふ　じ　さん

　　のぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　ふ　じ　さん　　さんちょう　　　　のぼ

　　いちばん　　おも　　　で　　　　　　　　　　　に　ほん　　　　　　　　　　　かなら　　　　　もくひょう 　 たっせい

　　　　　　　　　　　　　ちょうせん　　　　　　　　　　　　　　こ　ん　て　す　としゅつじょう　　あたら　　　　　　　　　ちょうせん

　　　　　　　　　　　　　  こ　ん　ふ　ぉ　ー　と　ぞ　ー　ん　　　ぬ　　　だ　　　だいいっ　ぽ　　　　おも

 りん　ゆう　かん

「世界に愛」

任 家芳さん
【中華人民共和国】

努力賞

4年前、私と娘は日本にいる家族に会うため、2週間の予定で上海から
来ましたが、新型コロナウイルスの流行で帰国できず、日本に住むことにな
りました。私も娘も不安でしたが、「既来之则安之」(「論語」、こうなった以上
受け入れよう)と思い、娘の入学などの手続きで区役所と小学校に行くこ
とにしました。私たちの状況を知った先生やクラスメートが励ましてくれ、
娘は前進できました。中学校選びの際も、塾と国際交流センターの先生方
のサポートで、第一志望に入学できました。私は、日本に住む外国人とし
て、日本語や文化や生活習慣の違いを学び、友愛を深く感じ、世界に愛が
あることを実感しました。

　　せ　 かい　　　あい

　　　 ねんまえ　わたし　むすめ　　に　ほん　　　　　　　か　ぞく　　　あ　　　　　　　　　しゅうかん　　よ　てい　　しゃんはい

  き　                 　 　しんがた　こ　ろ　な　う　い　る　す　　りゅうこう　　　き　こく　　　　　　　に　ほん　　　す

　　　　　　　　わたし　むすめ　　ふ　あん　　　　　　　　　じーらいぢーぜぇぁあんぢー　　　ろん　ご　　　　　　　　　　　　いじょう

  う　　　い　　　　　　　　　おも　　　むすめ　にゅうがく　　　　　　て　つづ　　　　　く　やくしょ　　しょうがっこう　　　い

　　　　　　　　　　　　わたし　　　　　じょうきょう　　し　　　　せんせい　　　く　ら　す　め　ー　と　　　はげ

むすめ　  ぜん しん　　　　　　　　　　ちゅうがっこうえら　　　　　さい　　　じゅく　　こくさいこうりゅう　せ　ん　た　ー　　　せんせいがた

　　　さ　ぽ　ー　と　　　だいいち　し　ぼう　　にゅうがく　　　　　　　　　　わたし　　　に　ほん　　　す　　　がいこくじん

　　　に　ほん　ご　　　ぶん　か　　　せいかつしゅうかん　　ちが　　　　まな　　　ゆうあい　　ふか　　かん　　　せ　かい　　あい

　　　　　　　　　じっかん

 にん 　 か　ほう

「未来のウェイへ、今、私は頑張っています」

ウェイ ミャッ モンさん
【ミャンマー連邦共和国】

努力賞

母国で建築設計の仕事をする中で、日本の高度な技術に関心を持ち、日
本の建築会社に就職しました。１年過ぎた時に新型コロナウイルスに感染
し、ひとり暮らしが心細くて帰国を決意しました。しかし、ミャンマーは政治
情勢が不安定なため、両親は心配し、帰国前に家族でバンコク旅行をしま
した。その時の８年間会っていなかった弟の言葉を思い出します。「お姉
ちゃん、どんなことがあっても諦めないで、自分が選んだ道を歩いてほし
い。未来のお姉ちゃんは、すごく頑張った過去のお姉ちゃんに感謝するは
ず」と応援してくれました。私は前を向いて歩きます。

　　み　 らい　　　　う　ぇ　い　　　　　いま　　わたし　　　がん　ば

　　　ぼ　こく　　けん　ちく　せっ　けい　　　し　ごと　　　　　　なか　　　　に　ほん　　こう　ど　　　ぎじゅつ　　かん　しん　　　も　　　　に

ほん　　けん　ちく　がい　しゃ　　しゅうしょく　　　　　　　　　ねん　す　　　　とき　　しんがた　こ　ろ　な　う　い　る　す　　　かんせん

　　　　　　　　　ぐ　　　　　　こころぼそ　　　　き　こく　　けつ　い　　　　　　　　　　　　　　　み　ゃ　ん　ま　ー　　せい　じ

じょうせい　　ふ　あん てい　　　　　　　りょうしん　　しんぱい　　　 き こく まえ　　 か ぞく　　　ば　ん　こ　く　りょ こう

　　　　　　　　　とき　　　　ねん　かん　あ　　　　　　　　　　　　　　おとうと　　こと　ば　　　おも　　　だ　　　　　　　　　　ねえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきら　　　　　　　　　じ　ぶん　　えら　　　　みち　　ある

　　　　み　らい　　　　ねえ　　　　　　　　　　　　　　がん　ば　　　　　か　こ　　　　　ねえ　　　　　　　　かん　しゃ

　　　　　おう　えん　　　　　　　　　　　　　わたし　　まえ　　　む　　　　ある

  う　ぇ　い　　み　ゃ　っ　　も　ん

（スピーチ概要の作成：編集ボランティア 内田美加、川口俊樹、リード文：川口俊樹、写真撮影：編集ボランティア 松波陽介）
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出場者全員のスピーチの概要をご紹介
しゅつ  　  じょう   　　 しゃ　 　  ぜん　 　　いん　                                               　　　　　　　　　　　　　　　がい    　　よう　　　　　　　 　　　　　　 しょう　　  かい

第30回外国人市民による
日本語スピーチコンテスト

司会の池 垠伊さん
（韓国出身）。
川崎市国際交流協会の
登録ボランティアです。

  し  かい　　 ち　　う　に

「縁」

ライ ティ ジュエンさん
【ベトナム社会主義共和国】

川崎ライオンズクラブ優秀賞

日本人はよく「ご縁があったらまた会いましょう」と言いますね。私の名
前にはその「縁」という意味があります。当時、小さかった私は、父が教えて
くれた名前の意味がわかりませんでしたが、20年後、その日の父の言葉が
わかってきました。金子みすゞさんの詩を初めて読み「みんな違ってみんな
いい」、この言葉が元気をくれ、自分の価値観がいい方向に変わりました。
しかし、悪い人や嬉しくないことに出逢う時は「ご縁がなかった」と気持ち
を切り替えます。縁は異なもの味なもの。それらの経験から何かを学び、思
い出ができ、成長することができます。これからも自分の名前、ご縁を大事
にしたいと思います。 

コンテストは、日本語が上手かどうかということだけでなく、内容が大事です。日本に来る前に
抱いていた不安や、日本に来たことを後悔して帰国まで考えたこと、辛くても頑張っている話、
日本人に助けられた話など、聞く人の心に響くエピソードがたくさんありました。

  こ　ん　て　す　と　　　　  に  ほん  ご　　　じょう ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ない よう　　  だい   じ　　　　　　 に　ほん　　　く　　　まえ

  いだ　　　　　　　　　ふ　あん　　　　に　ほん　　　き　　　　　　　　　 こう かい　　　　  き  こく　　　　 かんが　　　　　　　　　つら　　　　　　  がん  ば　　　　　　　　  はなし

  に  ほん  じん　　 たす　　　　　　　　 はなし　　　　　  き　　　ひと　　こころ　　ひび　　　え　ぴ　そ　ー　ど　

えん

　　 に ほん じん　　　　　　　　  えん　　　　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　わたし　　な

まえ　　　　　　　　　えん　　　　　　　い　み　　　　　　　　　　　とう  じ　　ちい　　　　　　　 わたし　　  ちち　　 おし

　　　　　　な  まえ　　  い　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねん  ご　　　　　　ひ　　  ちち　　 こと  ば

　　　　　　　　　　　　　　　　かね  こ　　　　　　　　　　　　  し　　  はじ　　　　 よ　　　　　　　　　 ちが

　　　　　　　　　　こと  ば　　  げん  き　　　　　　　　じ  ぶん　　　か　ち  かん　　　　　　 ほう こう　　  か

　　　　　　  わる　　ひと　　 うれ　　　　　　　　　　　　　　で   あ　　  とき　　　　　えん　　　　　　　　　　　　　き　も

　　　き　　  か　　　　　　　えん　　 い　　　　　　 あじ　　　　　　　　　　　　　　　けい けん　　　　なに　　　　 まな　　　おも

　　  で　　　　　　　せいちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じ ぶん　　 な  まえ　　　えん　  だい  じ

　　　　　　　　　 おも

   ら　い 　　て　ぃ　　じ　ゅ　え　ん

「私の人生の生き方」

丁 国棟さん
【中華人民共和国】

努力賞

自暴自棄になっていた私を替えたのは、突然人生を奪われた人々の存
在と友人たちの支えでした。ニュースで、多くの人々が天災や人災によって
命を失う姿を見て、私は人生を無駄にしていることに気付きました。私の
夢はコンピュータミュージックの研究で、夢を実現するためにさまざまな準
備を行い、洗足学園音楽大学大学院に入学することができました。川崎市
国際交流協会より「川崎市親善留学生」の称号をいただき、学内の外国人
留学生奨学金に採用され、中国の動画サービスで音楽作品を配信、国際大
会では作品が入選しました。充実した音楽の専門研究と日本語の習得に取
り組んでいます。

　 わたし　　　じん　せい　　　　い　　　　かた

　　じ　ぼう　じ　き　　　　　　　　　　　　わたし　　か　　　　　　　　　　とつ　ぜん じん せい　  うば　　　　　　ひと　びと　　そん

ざい　　ゆう　じん　　　　　　ささ　　　　　　　　　に　ゅ　ー　す　　　おお　　　　ひと　びと　　てん　さい　　じんさい

いのち　うしな　すがた　　み　　　わたし　　じん　せい　　　む　だ　　　　　　　　　　　　　　　　き　づ　　　　　　　　　わたし

ゆめ　　こ　ん　ぴ　ゅ　ー　た　み　ゅ　ー　じ　っ　く　　けんきゅう　　　ゆめ　　じつ　げん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅん

  び　　おこな　　せんぞくがくえんおんがくだいがくだいがくいん　にゅうがく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわさき　し

こくさいこうりゅうきょうかい　　　　　かわ さき し しんぜんりゅうがくせい　　　しょうごう　　　　　　　　　　　がく　ない　　がいこくじん

りゅうがくせいしょうがくきん　　さいよう　　　　　ちゅうごく　　どう　が　さ　ー　び　す　　おんがくさくひん　　はいしん　こくさいたい

かい　　　　さくひん　　にゅうせん　　　　　　　　じゅうじつ　　　　おんがく　　せんもんけんきゅう　　に　ほん　ご　　しゅうとく　　と

　　く

 てい　こく　とう

「心から願った夢はかないますよ」

アブドゥラエワ ナウル ザホンさん
【ウズベキスタン共和国】

川崎市国際交流協会優秀賞

子どもの時、テレビで「アンパンマン」というアニメや日本のドラマをみ
ていました。きれいな日本の文化に興味を持ち、日本に行くという夢が生
まれました。しかし、私の国では女性は早く結婚し、子どもを産む必要があ
るとされています。私は17歳で結婚し、２人の子を産みました。ある日、イ
ンターネットで「日本で働く」という情報を見つけ、眠っていた夢が目を覚
ましました。夫から日本に行くことの許可を得て、秋に日本に来ました。で
も、子どもと離れているのは寂しい。今の私は新しい夢を持っています。そ
れは自分の国で日本語の先生になることです。

　 こころ　　　　　  ねが　　　　　  ゆめ

　　  こ　　　　　　  とき　て　れ　び　　　　あ　ん　ぱ　ん　ま　ん　　　　　　　　あ　に　め　　　に  ほん　　ど　ら　ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　ほん　　ぶん　か　　　きょうみ　　　も　　　　に　ほん　　　い　　　　　　　　ゆめ　　　う

　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　　くに　　　　じょせい　　はや　　けっ　こん　　　　こ　　　　　　　う　　　ひつ　よう

　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　　　　さい　　けっ　こん　　　ふたり　　　こ　　　う　　　　　　　　　　　　　　ひ 　 い

  ん　た　ー　ね　っ　と　　　　に　ほん　　はたら　　　　　　　　じょうほう　　み　　　　　ねむ　　　　　　　　ゆめ　　　め　　　さ

　　　　　　　　　　おっと　　　　に　ほん　　　い　　　　　　　　きょ　か　　　え　　　あき　　　に　ほん　　　き

　　　こ　　　　　　はな　　　　　　　　　　　　さび　　　　　いま　　わたし　あたら　　　ゆめ　　も

　　　　じ　ぶん　　くに　　　に　ほん　ご　　せん　せい

  あ　ぶ　ど　ぅ　ら　え　わ　　な　う　る　　 ざ 　ほ　ん

「日本で民族文化に基づく多様性について」

アムルフさん
【中華人民共和国】

川崎ライオンズクラブ特別賞

　私は中国・内モンゴル自治区出身のモンゴル族です。中国では私たちは
「少数民族」と呼ばれますが、内モンゴル自治区ではいろんな民族がともに
暮らすのが当たり前で、お互いの伝統を尊重しあっています。私のフルネー
ムには姓と名の区別がなく、「姓」がないため日本に来て困難に直面しまし
た。銀行口座を開設する際、姓と名を分けて記入することを求められ、３時
間も待たされてようやく口座を取得できました。自分と異なる文化とか
「姓」を持たない名前は、かつては理解されませんでしたが、今では尊重さ
れるようになりつつあります。多民族が共に文化を育んでいくことが社会
の豊かさにつながると感じています。

　　に　 ほん　 　　みん　ぞく　ぶん　か　　　　もと　　　　　　た　よう　せい

　　わたし　ちゅうごく　うち　も　ん　ご　る　じ　ち　く　しゅっしん　　も　ん　ご　る　ぞく　　　　ちゅうごく　　　わたし　

　しょうすうみんぞく　　　よ　　　　　　　　　　　うち　も　ん　ご　る　じ　ち　く　　　　　　　　　　　　　みんぞく

  く　　　　　　　　　あ　　　　まえ　　　　　たが　　　　でん　とう　　そんちょう　　　　　　　　　　　　　わたし　　ふ　る　ね　ー

  む　　　　　せい　　　な　　　く　べつ　　　　　　　　せい　　　　　　　　　　　　に　ほん　　　き　　こん　なん　　ちょくめん

　　　ぎん　こう　こう　ざ　　　かいせつ　　　　さい　せい　　な　　　わ　　　　　き　にゅう　　　　　　　　　もと　　　　　　　　　じ

かん　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　こう　ざ　　　しゅ　とく　　　　　　　　　　　　じ　ぶん　　こと　　　　ぶん　か

　せい　　　　も　　　　　　　な　まえ　　　　　　　　　　　　り　かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　いま　　　　そんちょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　みん　ぞく　　とも　　ぶん　か　　はぐく　　　　　　　　　　　　　しゃかい

　　ゆた　　　　　　　　　　　　　　　　かん

   あ　む　る　ふ

「私の高校生活」

サプコタ ディバスさん
【ネパール王国】

努力賞

中学２年の10月に日本に来ました。日本で働きたいと思いましたが、ど
うしていいかわからないときに参加した高校進学ガイダンスで、横浜翠嵐
高校定時制のことを知りました。入学後に入ったバレーボール部では、たく
さんの国の人がいました。勉強してきた日本語を使って、楽しくプレーしま
した。遠足などの学校行事も、生きた日本語を学べるいい機会でした。日本
語を話すことは、まだまだ難しいです。でも、勇気を出して日本語を話すと、
多くの人は真剣に聞いてメッセージを返してくれます。４月から船を造る会
社で働くことが決まりました。みんなのおかげで、私は生きるための大事な
知識とたくさんの思い出を手に入れることができました。

　　わたし　　　こう　こう　せい　かつ

　　ちゅうがく　　ねん　　　　　がつ　　　に　ほん　　　き　　　　　　　　に　ほん　　はたら　　　　　　　おも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん　か　　　　こうこうしんがく　が　い　だ　ん　す　　　よこはますいらん

こうこうてい　じ　せい　　　　　　　　し　　　　　　　　にゅうがく ご　　　　　　　　　ば　れ　ー　ぼ　ー　る　ぶ

　　　　　　くに　　ひと　　　　　　　　　　　べんきょう　　　　　　　　に　ほん　ご　　　つか　　　　たの　　　　ぷ　れ　ー

　　　　　えんそく　　　　　　がっこうぎょうじ　　　　い　　　　　に　ほん　ご　　まな　　　　　　　　き　かい　　　　　　　に　ほん

  ご　　　はな　　　　　　　　　　　　　　　　むずか　　　　　　　　　　　　　ゆう　き　　　だ　　　　　に　ほん　ご　　　はな

おお　　　　ひと　　しんけん　　　き　　　　　め　っ　せ　ー　じ　　　かえ　　　　　　　　　　　　　がつ　　　　ふね　　つく　　かい

 しゃ　　はたら　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　　い　　　　　　　　　　だい　じ

  ち　しき　　　　　　　　　　　おも　　　で　　　て　　　い

  さ　ぷ　こ　た　　で　ぃ　ば　す

「働くおじいちゃん、おばあちゃんが教えてくれたこと」

俸 佳さん
【中華人民共和国】

努力賞

日本に来て１年半。私にとって新鮮だったのは、働くおじいちゃん、おばあ
ちゃんが多いことです。スーパーでレジをしているのはおばあちゃん、駅から
家までタクシーに乗った時の運転手さんもおじいちゃんでした。中国の都市
に住むお年寄りの多くは、退職後も十分な年金をもらえるため働く必要が
なく、私の母は朝、広場でダンス、午後はカラオケです。私のアルバイト先の
おじいさんに「うらやましくないですか」と聞くと、答えは「私は働くほうが
いい」でした。日本の高齢者は社会とのつながりを楽しんでいるように見
えます。すばらしいと思います。私は将来、日本のおじいちゃんおばあちゃん
のように健康でいきいきと働き、楽しく生きたいと思います。

　はたら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おし

       に  ほん  　　き　　　　ねんはん　わたし　　　　　　　しんせん　　　　　　　　　　はたら

　　　　　　　おお　　　　　　　　　　　す　ー　ぱ　ー　　　れ　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えき

いえ　　　　　た　く　し　ー　　　の　　　　とき　　うんてんしゅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちゅうごく　　と　し

　　　す　　　　　とし　よ　　　　おお　　　　　たいしょくご　　じゅうぶん　　ねんきん　　　　　　　　　　　　　はたら　　ひつよう

　　　　わたし　はは　　あさ　ひろ　ば　　　だ　ん　す　　ご　ご　　　か　ら　お　け　　　　　わたし　　あ　る　ば　い　と　さき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　こた　　　　わたし　はたら

　　　　　　　　　　　　に　ほん　　こうれいしゃ　　しゃかい　　　　　　　　　　　　　　たの　　　　　　　　　　　　　　　　み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　　　わたし　しょうらい　に　ほん

　　　　　　　　けんこう　　　　　　　　　　　はたら　　　たの　　　　い　　　　　　　　おも

 ほう　　か

「褒める文化」

ブヤンヒシグ エングジンさん
【モンゴル国】

努力賞

皆さんは、誰かに褒められた時、普段よりテンションが上がって、温かい
気持ちになりませんか。日本での最初のアルバイト先で、日本語が良く理
解できなかった時に、アルバイト先の先輩が「良く頑張っているね」と言っ
てくれました。それと、デパートの店員さんがお客様に対して、「この色はよ
くお似合いですね、とてもセンスがよろしいですね」と褒めていました。そ
れが、日本の日常の褒める文化です。祖国のモンゴルでは見かけませんで
した。褒める文化は相手の信頼を高め、良好な関係を作ることができると
思います。また、日本では年齢や性別を問わず、会話をする時、敬語を使う
ことが多いです。

　　ほ　　　　　　ぶん　か

　　みな　　　　　　　だれ　　　　  ほ　　　　　　　　　とき　　ふ　だん　　　　て　ん　し　ょ　ん　　　あ　　　　　　　あたた

  き　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　ほん　　　　さいしょ　　　あ　る　ば　い　と　さき　　　　に　ほん　ご　　　よ　　　り

かい　　　　　　　　　　　　とき　　　　あ　る　ば　い　と　さき　　せんぱい　　　　よ　　がん　ば　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　ぱ　ー　と　　　てんいん　　　　　　　きゃくさま　　たい　　　　　　　　　いろ

　　　　に　あ　　　　　　　　　　　　　　　　せ　ん　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

　　　　　に　ほん　　にちじょう　　ほ　　　　　ぶん　か　　　　　　そ　こく　　　も　ん　ご　る　　　　　み

　　　　　ほ　　　　　ぶん　か　　　あい　て　　　しんらい　　たか　　　りょうこう　　かんけい　　つく

おも　　　　　　　　　　　　に　ほん　　　　ねんれい　　せいべつ　　　と　　　　　かい　わ　　　　　　とき　けい　ご　　　つか

　　　　　　おお

  ぶ　や　ん　ひ　し　ぐ　　　え　ん　ぐ　じ　ん

「まあ、いいか!」

ホルガド ジョナサン レイさん
【フィリピン共和国】

努力賞

私は、日本のIT会社で忙しく働いています。ある日、仕事の締切に間に合
わないことに気づいて、すぐ上司に相談したら、彼は「まあ、いいか」と言
い、お客様に状況を説明し、対応策を提案しました。幸い、お客様は冷静に
受け入れてくださって、私は本当に驚き、ほっとしました。上司は言いまし
た。「物事が計画通りに進まない時、自分を責めるのではなく『まあ、いい
か』と心を軽くすることが大切なんだよ」と。  その時、私は「まあいいか」は
無関心や諦めではなく、むしろ状況に向き合うための余裕を与えてくれる
言葉だと気づいたのです。その後も私は、このシンプルな言葉に何度も助
けられてきました。

　　わたし　　　に　ほん　　　　がいしゃ　　いそが　　はたら　　　　　　　　　　　　　　ひ　　し　ごと　　しめきり　　　ま　　　あ

　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　じょう　し　　　そうだん　　　　　　　かれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　　きゃくさま　　じょうきょう　せつめい　　　たいおうさく　　ていあん　　　　　　　　さいわ　　　　きゃくさま　　れいせい

  う　　　い　　　　　　　　　　　　　　わたし　　ほんとう　　おどろ　　　　　　　　　　　　　　　　じょう　し　　　い

　　　　ものごと　　けいかくどお　　　　すす　　　　　　とき　　じ　ぶん　　　せ　

　　　　　こころ　　かる　　　　　　　　　　　たいせつ　　　　　　　　　　　　　　　　　とき　わたし

  む  かんしん　　あきら　　　　　　　　　　　　　　　　じょうきょう　　む　　　あ　　　　　　　　　よ　ゆう　　あたえ

 こと  ば　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　わたし　　　　　　　し　ん　ぷ　る　　　こと  ば　　 なん  ど　　 たす

  ほ　る　が　ど　　じ　ょ　な　 さ　ん　　れ　い

「日本の山に魅せられて」

栗 聰さん
【中華人民共和国】

川崎市国際交流協会特別賞

日本に来てから好きになったことの１つが登山です。中国でも登山は人
気がありますが、登山道が石段になっていて、日本のように自然を楽しみ
ながら歩くことはあまりありません。秋に長野県の山に行った時、林道を４
時間登ると富士山と青空が一体となったような絶景が広がり、紅葉も鮮や
かで感動しました。山岳信仰も日本の山の魅力の１つ。登山道には石仏や
祠、鳥居などがあって、山に神がいることを実感できます。富士山には
2021年からこれまでに５回登りました。これからも登山を続け、いつかエ
ベレストにも挑戦してみたいです。

　　に　 ほん　 　　やま　　　　み

       に  ほん  　　き　　　　　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　ざん　　　　　ちゅうごく　　　　と　ざん　　にん

  き　　　　　　　　　　　　　　と　ざん　どう　　いし　だん　　　　　　　　　　　　　に　ほん　　　　　　　　　し　ぜん　　たの

　　　　　　ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あき　　なが　の　けん　　やま　　 い　　　　とき　りん　どう

  じ  かんのぼ　　　　ふ　じ　さん　　あおぞら　　いっ　たい　　　　　　　　　　　　　ぜっ　けい　　ひろ　　　　　こう　よう　　あざ

　　　　かん　どう　　　　　　　　　さん　がく　しん　こう　　　に　ほん　　やま　　　みりょく　　　　　　　と　ざんどう　　　　せきぶつ

ほこら　とり　い　　　　　　　　　　　　　　やま　　　かみ　　　　　　　　　　　　　じっ　かん　　　　　　　　　　ふ　じ　さん　

　　　　　ねん　　　　　　　　　　　　　　　かい　のぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　ざん　　つづ　　　　　　　　　え

 べ　れ　す　と　　　　ちょうせん

  り　　そう

「瞬間」

グエン コン キエンさん
【ベトナム社会主義共和国】

努力賞

　忘れられない「瞬間」がいくつかあります。まず困った「瞬間」。来日して間
もないころ、電車に乗って網棚にバッグを置きました。すると中のコーヒー
がポタリ、ポタリと落ちてきたのです。４人の服を汚してしまいました。次は
恥ずかしい「瞬間」。お店でお金を払う時に「現金ですか」と聞かれたので、
「はい、元気です」とこたえました。幸せを感じた「瞬間」は、日本語の試験に
再挑戦して合格した時。試験会場に向かう途中で電車を乗り間違えました
が、私を助けてくれた人のおかげで時間に間に合いました。一期一会。そん
な「瞬間」は忘れられません。

　 しゅん　かん

　　わす　　　　　　　　　　しゅんかん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こま　　　　しゅんかん　　らいにち　　　　ま

　　　　　　　　　　　でんしゃ　　　の　　　　あみだな　　ば　っ　ぐ　　　お　　　　　　　　　　　　　　なか　　　こ　ー　ひ　ー

　　　ぽ　た　り　　ぽ　た　り　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　にん　　ふく　　よご　　　　　　　　　　　　　　　　つぎ

  は　　　　　　　　　しゅんかん　　　　みせ　　　　かね　　はら　　とき　　　げんきん　　　　　　　　　 き

　　　　　　げん　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しあわ　　　　かん　　　　しゅんかん　　　　に　ほん　ご　　　し　けん

さいちょうせん　　　ごうかく　　　　とき　　し　けんかいじょう　　む　　　　　とちゅう　　でんしゃ　　　の　　　ま　ちが

　　わたし　　たす　　　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　　じ　かん　　　ま　　　あ　　　　　　　　　いち ご いち え

　　　しゅんかん　　　わす

  ぐ　え　ん　　こ　ん　　き　え　ん

「後悔しない私の日本の生活」

カナル スリジャナさん
【ネパール王国】

努力賞

　日本語の勉強は難しいですね。アルバイトしないと生活できませんね。
離れている父母に会えなくて、来日を後悔している人もいるかもしれませ
ん。私もそんな気持ちになったことがあり、来日前に日本語をしっかり勉
強しなかった自分にも後悔しました。それで頑張っていることが二つあり
ます。1、漢字の勉強でノートに何回も何回も書いています。2、話す練習、
シャドーイングです。ネパールで何もできなかった私が今、日本でお金を
稼ぎながら勉強して生活しています。留学は自分を成長させる大きな機会
だと思います。私は、日本で成功するために後悔しないよう、頑張りたい
と思います。

　　こう　かい　　　　　　　　わたし　　　に　ほん　　　せい　かつ

       に  ほん  ご　    べんきょう　むずか　　　　　　　　　　　あ　る　ば　い　と　　　　　　　　せいかつ

はな　　　　　　　　ふ　ぼ　　　あ　　　　　　　　　らいにち　　こうかい　　　　　　　　ひと

　　　わたし　　　　　　　　き　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らいにちまえ　　　に　ほん　ご　　　　　　　　　　べん

きょう　　　　　　　　　　じ　ぶん　　　　こうかい　　　　　　　　　　　　　　　がん　ば　　　　　　　　　　　　　　ふた

　　　　　　　かん　じ　　べんきょう　　の　ー　と　　　なんかい　　　なんかい　　　か　　　　　　　　　　　　　はな　　れんしゅう

  し　ゃ　ど　ー　い　ん　ぐ　　　　　　ね　ぱ　ー　る　　　なに　　　　　　　　　　　　　わたし　　いま　　に　ほん　　　　かね

かせ　　　　　　　　べんきょう　　　せいかつ　　　　　　　　　　りゅうがく　　じ　ぶん　　せいちょう　　　　　おお　　　　き　かい

　　　　おも　　　　　　わたし　　　に　ほん　　せいこう　　　　　　　　　　こうかい　　　　　　　　　　　がん　ば

　　おも

  か　な　る　　 す　り　じ　ゃ　な

「コンフォートゾーンを抜け出す」

林 祐韓さん
【台湾】

努力賞

コンフォートゾーンを抜け出すとはどういう意味か、わかりますか？居心
地の良い場所から一歩踏み出すことです。苦手なことに挑戦したり、新しい
環境を克服したり、成長を求めて行動することです。私もいろいろなことに
チャレンジします。台湾で「日本」といえば、みんな富士山を思い浮かべま
す。私も友達を誘って富士山を見に行きました。帰りがけに友達が「富士山
に登ることができるそうだ」と言いました。もし富士山の山頂まで登れたな
ら一番の思い出になります。日本にいるうちに必ずこの目標を達成します。
いろんなことに挑戦したいです。このコンテスト出場こそ新しいことに挑戦
することであり、コンフォートゾーンを抜け出す第一歩だと思っています。

　　こ　ん　ふ　ぉ　ー　と　ぞ　ー　ん　　　　ぬ　　　　だ

　　　こ　ん　ふ　ぉ　ー　と　ぞ　ー　ん　　　ぬ　　　だ　　　　　　　　　　　　　　い　み　　　　　　　　　　　　　　　　　い　ごこ

  ち　　　よ　　　ば　しょ　　　　いっ　ぽ　ふ　　　だ　　　　　　　　　　　にが　て　　　　　　　　ちょうせん　　　　　　あたら

かんきょう　　こくふく　　　　　　せいちょう　　もと　　　　こうどう　　　　　　　　　　　　わたし

  ち　ゃ　れ　ん　じ　　　　　　　たいわん　　　　に　ほん　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　じ　さん　　おも　　　う

　　わたし　　ともだち　　さそ　　　　ふ　じ　さん　　　み　　　い　　　　　　　　　かえ　　　　　　　　ともだち　　　ふ　じ　さん

　　のぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　ふ　じ　さん　　さんちょう　　　　のぼ

　　いちばん　　おも　　　で　　　　　　　　　　　に　ほん　　　　　　　　　　　かなら　　　　　もくひょう 　 たっせい

　　　　　　　　　　　　　ちょうせん　　　　　　　　　　　　　　こ　ん　て　す　としゅつじょう　　あたら　　　　　　　　　ちょうせん

　　　　　　　　　　　　　  こ　ん　ふ　ぉ　ー　と　ぞ　ー　ん　　　ぬ　　　だ　　　だいいっ　ぽ　　　　おも

 りん　ゆう　かん

「世界に愛」

任 家芳さん
【中華人民共和国】

努力賞

4年前、私と娘は日本にいる家族に会うため、2週間の予定で上海から
来ましたが、新型コロナウイルスの流行で帰国できず、日本に住むことにな
りました。私も娘も不安でしたが、「既来之则安之」(「論語」、こうなった以上
受け入れよう)と思い、娘の入学などの手続きで区役所と小学校に行くこ
とにしました。私たちの状況を知った先生やクラスメートが励ましてくれ、
娘は前進できました。中学校選びの際も、塾と国際交流センターの先生方
のサポートで、第一志望に入学できました。私は、日本に住む外国人とし
て、日本語や文化や生活習慣の違いを学び、友愛を深く感じ、世界に愛が
あることを実感しました。

　　せ　 かい　　　あい

　　　 ねんまえ　わたし　むすめ　　に　ほん　　　　　　　か　ぞく　　　あ　　　　　　　　　しゅうかん　　よ　てい　　しゃんはい

  き　                 　 　しんがた　こ　ろ　な　う　い　る　す　　りゅうこう　　　き　こく　　　　　　　に　ほん　　　す

　　　　　　　　わたし　むすめ　　ふ　あん　　　　　　　　　じーらいぢーぜぇぁあんぢー　　　ろん　ご　　　　　　　　　　　　いじょう

  う　　　い　　　　　　　　　おも　　　むすめ　にゅうがく　　　　　　て　つづ　　　　　く　やくしょ　　しょうがっこう　　　い

　　　　　　　　　　　　わたし　　　　　じょうきょう　　し　　　　せんせい　　　く　ら　す　め　ー　と　　　はげ

むすめ　  ぜん しん　　　　　　　　　　ちゅうがっこうえら　　　　　さい　　　じゅく　　こくさいこうりゅう　せ　ん　た　ー　　　せんせいがた

　　　さ　ぽ　ー　と　　　だいいち　し　ぼう　　にゅうがく　　　　　　　　　　わたし　　　に　ほん　　　す　　　がいこくじん

　　　に　ほん　ご　　　ぶん　か　　　せいかつしゅうかん　　ちが　　　　まな　　　ゆうあい　　ふか　　かん　　　せ　かい　　あい

　　　　　　　　　じっかん

 にん 　 か　ほう

「未来のウェイへ、今、私は頑張っています」

ウェイ ミャッ モンさん
【ミャンマー連邦共和国】

努力賞

母国で建築設計の仕事をする中で、日本の高度な技術に関心を持ち、日
本の建築会社に就職しました。１年過ぎた時に新型コロナウイルスに感染
し、ひとり暮らしが心細くて帰国を決意しました。しかし、ミャンマーは政治
情勢が不安定なため、両親は心配し、帰国前に家族でバンコク旅行をしま
した。その時の８年間会っていなかった弟の言葉を思い出します。「お姉
ちゃん、どんなことがあっても諦めないで、自分が選んだ道を歩いてほし
い。未来のお姉ちゃんは、すごく頑張った過去のお姉ちゃんに感謝するは
ず」と応援してくれました。私は前を向いて歩きます。

　　み　 らい　　　　う　ぇ　い　　　　　いま　　わたし　　　がん　ば

　　　ぼ　こく　　けん　ちく　せっ　けい　　　し　ごと　　　　　　なか　　　　に　ほん　　こう　ど　　　ぎじゅつ　　かん　しん　　　も　　　　に

ほん　　けん　ちく　がい　しゃ　　しゅうしょく　　　　　　　　　ねん　す　　　　とき　　しんがた　こ　ろ　な　う　い　る　す　　　かんせん

　　　　　　　　　ぐ　　　　　　こころぼそ　　　　き　こく　　けつ　い　　　　　　　　　　　　　　　み　ゃ　ん　ま　ー　　せい　じ

じょうせい　　ふ　あん てい　　　　　　　りょうしん　　しんぱい　　　 き こく まえ　　 か ぞく　　　ば　ん　こ　く　りょ こう

　　　　　　　　　とき　　　　ねん　かん　あ　　　　　　　　　　　　　　おとうと　　こと　ば　　　おも　　　だ　　　　　　　　　　ねえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきら　　　　　　　　　じ　ぶん　　えら　　　　みち　　ある

　　　　み　らい　　　　ねえ　　　　　　　　　　　　　　がん　ば　　　　　か　こ　　　　　ねえ　　　　　　　　かん　しゃ

　　　　　おう　えん　　　　　　　　　　　　　わたし　　まえ　　　む　　　　ある

  う　ぇ　い　　み　ゃ　っ　　も　ん

（スピーチ概要の作成：編集ボランティア 内田美加、川口俊樹、リード文：川口俊樹、写真撮影：編集ボランティア 松波陽介）
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